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Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
が
大
筋
合
意
し
、
農
作

物
の
さ
ら
な
る
輸
入
自
由
化
に
道
を
開

く
こ
と
と
な
っ
た
。
政
府
は
「
重
要
５

品
目
は
守
ら
れ
た
」
と
い
う
が
、
米
は

新
た
に
無
関
税
輸
入
枠
が
設
定
さ
れ
流

通
量
が
増
大
す
る
。
将
来
的
に
は
、
日

本
の
酪
農
業
は
廃
業
し
、
果
て
は
地
域

消
失
へ
と
す
す
む
こ
と
と
な
る
。
Ｔ
Ｐ

Ｐ
で
日
本
の
酪
農
業
を
米
国
に
差
し
出

し
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
定
で
自
衛
隊
を

差
し
出
す
。
次
の
狙
い
は
憲
法
改
悪
。

米
国
の
ご
機
嫌
取
り
の
た
め
に
は
地
域

を
切
り
捨
て
、
国
民
を
犠
牲
に
す
る
安

倍
政
権
。
許
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

11日㈬　�「戦争をさせない北海道委員会」
総がかり行動（札幌市）

17日㈫　�地公三者昼休み全道総決起集会
（札幌市）

18日㈬　賃金確定闘争統一行動日
23日㈪　�11.23幌延デー全道青年女性総行

動（幌延町）
　　　　11.23幌延デー全道集会（幌延町）

道本部ホームページ

組合員専用ページは
ユーザー名：minnade
パスワード：danketsu2013

自治労北海道

JICHIRO スケジュール

大会には300人が参加した＝札幌市・京王プラザホテル

（上）北海道へ要求書を提出する三浦書
記長（下）北海道との交渉のようす

決意を述べる出村新会長

発言する三浦書記長

集会後は、デモ行進し「戦争関連法」の廃止を訴えた

民
較
差
）
の
活
用
」
に
つ
い

て
、
賃
金
労
働
部
作
成
の

「
給
与
水
準
の
課
題
と
２
０

１
５
人
事
院
勧
告
の
問
題

点
」
を
労
使
双
方
で
共
有
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
さ

ら
に
人
勧
準
拠
だ
け
で
は
地

域
手
当
の
な
い
地
方
公
務
員

の
給
与
水
準
の
確
保
と
底
上

げ
は
難
し
い
こ
と
を
、
当
局

に
十
分
に
認
識
さ
せ
官
民
較

差
解
消
と
、
速
や
か
な
「
差

額
調
整
」
を
使
用
者
責
任
と

し
て
行
う
べ
き
で
あ
る
こ
と

も
追
及
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
「
新

た
な
人
事
評
価
制
度
」
に
関

し
て
、
各
自
治
体
で
は
来
年

４
月
の
制
度
導
入
に
む
け
た

職
員
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
や
説
明
会
を
実
施
し
て

き
て
い
る
。

　

制
度
設
計
に
関
し
て
組
合

が
関
与
し
、
実
施
に
あ
た

っ
て
は
労
使
間
の
十
分
な

協
議
・
交
渉
を
す
で
に
担
保

し
て
い
る
単
組
が
あ
る
も
の

の
、
一
部
の
単
組
に
お
い
て

は
「
（
人
事
評
価
は
）人
材
育

成
が
目
的
で
あ
る
た
め
労
働

条
件
と
は
無
関
係
」
と
し
て

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
あ
ら
た
め
て
給
与
決
定

は
『
自
治
体
の
自
主
的
な
判

断
』
で
あ
る
こ
と
を
、
当
局

に
対
し
追
及
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　

ま
た
賃
金
確
定
闘
争
の
焦

点
と
な
る
「
給
与
原
資
（
地

域
手
当
に
割
り
振
ら
れ
た
官

　

道
本
部
が
10
月
28
日
ま
で

に
実
施
し
た
地
方
本
部
と
の

単
組
オ
ル
グ
で
は
、「
給
与
改

定
」
に
つ
い
て
、
自
治
体
当

局
の
大
半
が
、
国
の
動
向

（
閣
議
決
定
及
び
改
正
給
与

法
の
成
立
）
が
不
透
明
な
こ

と
か
ら
、
給
与
改
定
の
判
断

を
先
送
り
し
て
い
る
状
況
に

　

２
０
１
５
賃
金
確
定
闘
争
は
、
現
業
・
公
企
統
一
闘

争
と
結
合
し
、
11
月
18
日
を
山
場
に
た
た
か
い
を
進
め

て
い
る
。
11
月
５
日
か
ら
は
『
重
点
交
渉
期
間
』
と
し

て
、
全
道
各
単
組
で
交
渉
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

が
由
来
。「
戦
争
関
連
法
」
が

成
立
し
た
今
、
大
き
な
意
味

を
持
つ
集
会
と
な
っ
た
。

　

山
木
・
北
海
道
平
和
運
動

フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
は
「
多
く

の
国
民
が
立
憲
主
義
、
民
主

主
義
を
無
視
し
た
政
府
に
怒

り
、
歴
史
的
な
う
ね
り
が
で

き
た
。
こ
の
力
を
継
続
さ
せ
、

運
動
を
強
化
し
よ
う
」
と
呼

び
か
け
た
。

　

岩
本
・
北
星
学
園
大
学
教

授
は
「
今
の
流
れ
に
組
み
込

ま
れ
て
は
い
け
な
い
。『
安
倍

首
相
は
や
め
ろ
』
と
声
を
あ

げ
よ
う
」
と
訴
え
た
。

　

10
月
21
日
、
大
通
公

園
で
、「
10
・
21
国
際

反
戦
デ
ー
『
戦
争
を

さ
せ
な
い
総
が
か
り
行

動
』
」
が
開
か
れ
、
４

０
０
人
が
参
加
し
た
。

　

国
際
反
戦
デ
ー
は
、

１
９
６
６
年
に
「
ベ
ト

ナ
ム
反
戦
統
一
ス
ト
」

が
実
施
さ
れ
、
全
世
界

で
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
反

対
を
呼
び
か
け
た
こ
と

制
度
設
計
時
点
で
組
合
の
関

与
を
さ
せ
な
い
動
き
も
あ
る
。

　

新
た
な
人
事
評
価
制
度
導

入
に
関
し
て
、
労
働
者
側

（
組
合
）
の
関
与
と
、
十
分

な
労
使
協
議
を
確
保
す
る
こ

と
は
使
用
者
の
責
任
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
、「
４
原
則
２

要
件
」
の
担
保
と
「
賃
金
に

は
反
映
さ
せ
な
い
」
こ
と
を

大
原
則
と
し
て
、
取
り
組
み

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

ン
タ
ー
幹
事
長
に
藤
盛
敏
弘

さ
ん
を
選
出
。
ま
た
、大
出
・

道
本
部
委
員
長
が
副
会
長
に

就
任
し
た
。

　

就
任
あ
い
さ
つ
で
、
出
村

新
会
長
は
「
来
年
の
参
院
選

は
極
め
て
重
要
な
選
挙
。
連

合
組
織
の
総
力
を
あ
げ
て
取

り
組
む
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

　

引
き
続
き
、
執
行
委
員
と

し
て
永
田
重
人
さ
ん
（
組
織

労
働
局
長
）
と
斉
藤
信
さ
ん

（
青
年
委
員
会
委
員
長
）
が

選
任
さ
れ
た
。

　

代
表
代
行
を
務
め
て
い

た
、
山
上
潔
さ
ん
（
前
道
本

部
委
員
長
）
は
今
大
会
を
も

っ
て
退
任
し
た
。

書
記
長
が
「
夕
張
問
題
へ
の

対
応
」「
賃
金
闘
争
の
強
化
に

む
け
て
」「
労
働
者
派
遣
法
」

の
課
題
に
触
れ
、「
第
24
回
参

議
院
議
員
選
挙
は
、
今
後
の

日
本
の
将
来
を
左
右
す
る
極

め
て
重
要
な
選
挙
。
圧
倒
的

勝
利
で
安
倍
政
治
に
終
止
符

を
打
つ
」
と
決
意
を
述
べ

た
。

　

新
役
員
体
制
に
は
、
自
治

労
か
ら
、
新
た
に
会
長
と
し

て
出
村
良
平
さ
ん
、
政
治
セ

　

連
合
北
海
道
は
10
月
28
～

29
日
、
札
幌
市
・
京
王
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
で
「
第
28
回
定
期

大
会
」
を
開
き
、
向
こ
う
２

年
間
の
方
針
と
、
出
村
良
平

新
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
新

た
な
執
行
体
制
を
確
立
し
た
。

　

大
会
で
は
、
三
浦
道
本
部

で
決
め
る
の
が
原
則
」
と
指

摘
し
、
北
海
道
と
し
て
の
対

応
を
求
め
た
。

　

三
浦
賃
金
労
働
部
長
は
、

人
勧
の
問
題
点
や
人
事
評
価

制
度
導
入
、
等
級
別
基
準
職

務
表
の
条
例
化
も
含
め
「
労

使
間
の
協
議
・
合
意
の
も
と

行
う
も
の
だ
」
と
言
及
し
た
。

　

道
側
は
「
勤
務
条
件
は
各

自
治
体
で
決
定
す
る
も
の
」

と
の
認
識
を
示
し
「
法
の
趣

旨
に
基
づ
き
対
応
し
て
い

く
」
と
回
答
し
た
。

　

10
月
26
日
に
北
海
道
市
長

会
・
町
村
会
、
10
月
27
日
に

北
海
道
（
対
応

：

市
町
村
課

長
）
へ
「
２
０
１
５
年
度
自

治
体
労
働
者
の
賃
金
・
労
働

条
件
等
の
改
善
に
関
す
る
重

点
要
求
書
」
を
提
出
し
た
。

　

北
海
道
へ
の
要
求
書
提
出

で
は
、
三
浦
書
記
長
が
「
地

方
自
治
体
の
賃
金
は
自
治
体

連合北海道
第28回定期大会

国際反戦デー

参
院
選
圧
勝
で
安
倍
政
治
に
終
止
符

道
市
長
会
・
町
村
会
、

�

北
海
道
へ
要
求
書
を
提
出

『
歴
史
的
う
ね
り
』

継
続
さ
せ
よ
う

出村新会長を選出

2015賃金確定闘争戦術配置
①組合旗掲揚
　要求書提出日の10月26日（月）～闘争終結まで（山場日程が
前後する場合は要求書提出日から闘争終結まで）

②腕章着用
　11月13日（金）～闘争終結まで（山場日程が前後する場合は
３日前から闘争終結まで）

③超勤拒否
　11月17日（火）～ 11月18日（水）（山場日程が前後する場合
は、山場前日から闘争終結まで）

④出張・諸会議拒否
　11月18日（水）＜ストライキ当日にかかる出張・諸会議＞

（山場日程が前後する場合は、その当日にかかる出張・諸会
議）

⑤道本部統一行動日
　11月18日（水）１時間を上限とするストライキ戦術の配置

※�なお、山場日程が前後する単組については、地方本部・道本部と協議

のうえ別途決定します。

11月18日統一行動日 賃金確定闘争
2015

「
給
与
決
定
」は
労
使
の
判
断

１１月

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒060-0806　札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電　話　011-747-3211
ＦＡＸ　011-700-2053
編集・発行　佐々木直人

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。
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公
共
サ
ー
ビ
ス
の
課
題
を
確
認
で
き
た

　

第
１
８
９
回
国
会
が
９
月
27
日
に
閉
じ

て
以
来
、
全
国
を
飛
び
回
る
日
々
が
続
い

て
い
ま
す
。
10
月
16
日
は
全
農
林
北
海
道

ブ
ロ
ッ
ク
の
会
議
に
招
か
れ
、
札
幌
に
お

邪
魔
し
ま
し
た
。

　

寒
い
か
な
と
思
っ
て
い
た
ら
そ
う
で
も

な
く
、コ
ー
ト
無
し
で
も
大
丈
夫
で
し
た
。

　

翌
朝
は
長
崎
に
飛
び
、
壱
岐
、
対
馬
、

五
島
の
島
々
を
訪
問
し
ま
し
た
が
、
自
治

労
の
仲
間
が
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
て
、

あ
ら
た
め
て
離
島
の
暮
ら
し
や
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
課
題
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

10
月
26
日
～
29
日
の
日
程
で
北
海
道
に

お
邪
魔
し
、
各
職
場
や
単
組
を
回
り
、
帯

広
市
・
八
雲
町
・
北
斗
市
で
は
国

政
報
告
会
も
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
あ
ら
た
め
て
ご
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
度
は
コ
ー
ト
が
必
需
品
で
し
ょ
う

ね
。
紅
葉
も
盛
り
で
し
ょ
う
。
楽
し
み
で

す
。�

（
10
月
24
日
、
東
京
に
て
）

㉝

　

機
関
紙
は
作

成
者
の
感
覚
で

レ
イ
ア
ウ
ト
や

記
事
の
内
容
も

変
わ
る
。

　

政
治
も
、
そ

こ
に
携
わ
る
議

員
に
よ
っ
て
国

の
政
策
や
方
向
性
が
決
め
ら

れ
る
。

　

今
年
９
月
19
日
、「
戦
争
関

連
法
」
の
強
行
採
決
。
ま
さ

に
『
安
倍
政
権
の
暴
走
』
以

外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
出

来
事
を
目
の
当
た
り
に
し

て
、
私
自
身
震
え
る
ほ
ど
の

怒
り
を
感
じ
、
同
時
に
『
政

治
闘
争
の
重
要
性
』
を
痛
感

し
た
。

　

安
倍
政
権
の
も
と
、「
私
た

ち
は
ど
ん
な
攻
撃
を
受
け
て

き
た
の
か
」「
こ
れ
か
ら
ど
ん

な
こ
と
が
起
こ
る
の
か
」「
そ

の
た
め
に
私
た
ち
は
何
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」

を
改
め
て
考
え
行
動
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　

『
い
ま
の
政
治
を
変
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と
多
く

の
国
民
が
感
じ
て
い
る
こ
と

だ
と
思
う
。

　

来
年
の
参
議
院
選
挙
は
、

安
倍
政
権
に
『
ほ
ん
も
の
の

Ｎ
Ｏ
』
を
突
き
つ
け
ら
れ
る

か
が
問
わ
れ
る
重
要
な
も

の
。
自
治
労
組
織
内
「
え
さ

き
」
、
北
海
道
選
挙
区
「
徳

永
」
の
圧
勝
を
勝
ち
取
り
、

政
権
交
代
の
第
一
歩
に
し
よ

う
。�

（
引
地　

圭
太
）

忙中余話

職
場
だ
よ
り

地方創生を考えるというテーマで学習、討論を行った＝10月９日

退職者会は今年で結成30周年を迎えた

学習交流会には33人が参加した

参議院選挙での絶対勝利が必要だと訴える、半田滋さん

漁船の訓練は、３年連続で沖に出ることができなかった

講演会には350人が参加した

【
後
志
地
方
本
部
発
】

　

10
月
９
日
、
倶
知
安
町
で

「
２
０
１
５
後
志
地
方
本
部

自
治
研
集
会
」
を
開
催
し
た
。

　

集
会
で
は
、
高
田
・
道
本

部
企
画
総
務
部
次
長
か
ら

「
地
方
創
生
を
自
治
研
活
動

で
考
え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
講
演
を
受
け
た
。　

　

講
演
で
は
、「
自
治
研
活
動

と
は
『
自
分
の
仕
事
の
問
い

返
し
』
で
あ
り
、
住
民
の
た

め
の
仕
事
を
し
て
い
る
と
い

う
視
点
で
自
分
の
仕
事
を
見

直
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」

と
し
、
地
方
創
成
の
課
題
や

問
題
点
に
つ
い
て
詳
し
く
話

が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
３
班
に
分
か
れ

「
人
口
減
少
の
下
、
マ
チ
の

課
題
と
魅
力
を
語
ろ
う
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
グ
ル
ー
プ
討

論
を
行
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
町
外
か

ら
の
移
住
を
進
め
る
た
め
に

は
、
生
活
環
境
の
改
善
や
働

く
場
所
の
確
保
が
必
要
。

　

ま
た
、
老
人
を
つ
な
ぎ
と

め
る
た
め
の
政
策
が
大
切

だ
」「
マ
チ
自
体
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
は
か
る
こ
と
も
大

事
」
な
ど
活
発
な
討
論
が
行

わ
れ
た
。

　

今
後
も
自
治
研
活
動
を
通

じ
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
実

践
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
後
志
地
方
本
部
・
書
記

長
・
佐
藤
理
）

自
治
研
は「
仕
事
の
問
い
返
し
」

　

10
月
23
日
、
ポ
ー
ル
ス
タ

ー
札
幌
で
、「
第
32
回
自
治
体

退
職
者
北
海
道
本
部
定
期
総

会
」
が
開
か
れ
た
。
自
治
体

退
職
者
北
海
道
本
部
は
、
発

足
当
時
、
７
単
会
３
５
０
０

人
の
会
員
数
で
ス
タ
ー
ト
し

た
。
今
年
、
上
川
町
職
労
退

職
者
会
が
新
た
に
加
入
し
、

41
単
会
１
１
、
７
３
１
人
の

会
員
と
な
り
、
30
年
を
経
過

し
た
。

　

齋
藤
譲
会
長
は
「
安
倍
政

権
は
安
保
法
案
を
強
行
採
決

し
、
日
本
を
『
戦
争
の
で
き

る
国
』
へ
と
進
め
て
い
る
。

多
く
の
若
者
が
集
会
に
参
加

し
て
い
る
。
現
役
世
代
が
平

和
の
問
題
を
考
え
行
動
で
き

る
環
境
を
つ
く
る
の
も
退
職

者
会
の
任
務
。
現
・
退
一
致

で
取
り
組
み
を
強
化
し
よ

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
、
同
会
場

で
「
結
成
30
周
年
記
念
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
」
を
開
い
た
。

連合北海道
「原子力防災訓練」調査活動

戦
争
を
さ
せ
な
い
北
海
道
講
演
会

安
倍
首
相
の
ね
ら
い
は『
憲
法
改
正
』

『
現
・
退
一
致
』で
取
り
組
み
強
化

道本部
ＯＢＬ会

政
権
の
行
方
は

�

野
党
の
戦
線
し
だ
い

　

10
月
23
日
、
札
幌
市
・
自

治
労
会
館
で
「
戦
争
を
さ
せ

な
い
北
海
道
講
演
会
」
が
開

か
れ
、
市
民
ら
３
５
０
人
が

参
加
し
た
。

　

東
京
新
聞
論
説
委
員
兼
編

集
委
員
の
半
田
滋
さ
ん
が

「
戦
争
法
粉
砕
～
自
衛
隊
を

軍
隊
に
さ
せ
な
い
闘
い
～
」

と
題
し
講
演
し
た
。

　

半
田
さ
ん
は
、「
安
全
保
障

関
連
法
案
が
成
立
し
、
来
年

３
月
に
施
行
さ
れ
る
。
ま
た
、

す
で
に
米
国
と
の
間
で
『
日

米
防
衛
協
力
の
た
め
の
指
針

（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
』
が
改
定

さ
れ
て
お
り
、
米
国
の
戦
争

に
世
界
規
模
で
巻
き
込
ま
れ

る
こ
と
に
な
る
。
短
期
的
に

は
、
南
ス
ー
ダ
ン
な
ど
に
お

け
る
『
駆
け
つ
け
警
護
』
。
中

期
的
に
は
、
イ
ス
ラ
ム
国
に

対
す
る
陸
上
自
衛
隊
の
派

遣
。
長
期
的
に
は
、
ア
ジ
ア

情
勢
の
不
安
定
化
に
拍
車
が

か
か
る
」
と
説
明
し
た
。

　

ま
た
、「
こ
れ
ら
を
さ
せ
な

い
た
め
に
も
、
絶
対
に
次
の

参
議
院
選
挙
で
勝
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
勝
つ
の

で
は
な
く
、
自
衛
隊
員
と
の

連
携
も
必
要
だ
」
と
強
調
し

た
う
え
で
、「
弁
護
士
が
行
っ

た
相
談
で
、
自
衛
隊
員
の
家

族
か
ら
『
辞
め
さ
せ
た
い
』

『
転
職
さ
せ
た
い
』
と
い
っ

た
多
く
の
問
い
合
わ
せ
が
あ

る
。
自
衛
隊
の
家
族
も
悪
法

だ
と
思
っ
て
い
る
。
ど
の
よ

う
に
連
携
が
は
か
れ
る
か
考

え
る
必
要
が
あ
る
」
と
強
調

し
た
。

　

最
後
に
「
安
倍
首
相
の
狙

い
は
『
憲
法
改
正
』。
愚
直
で

息
の
長
い
た
た
か
い
を
つ
く

っ
て
い
こ
う
」
と
訴
え
た
。

　

10
月
21
日
、「
北
海
道
原
子

力
防
災
訓
練
」
が
泊
村
な
ど

で
行
わ
れ
、
連
合
北
海
道
は

41
人
の
調
査
団
で
訓
練
の
調

査
・
検
証
活
動
を
行
っ
た
。

自
治
労
か
ら
は
後
志
地
方
本

部
や
道
消
協
な
ど
14
人
が
参

加
し
た
。

　

今
年
度
は
、
自
力
避
難
が

困
難
な
高
齢
者
・
障
が
い
者

の
避
難
や
外
国
人
客
も
多
い

ニ
セ
コ
の
観
光
施
設
へ
の
通

報
な
ど
を
加
え
、
原
発
か
ら

の
放
射
性
物
質
が
南
側
に
拡

散
す
る
想
定
の
も
と
、
泊
・

共
和
・
岩
内
・
ニ
セ
コ
・
蘭

越
・
寿
都
の
住
民
が
バ
ス
・

乗
用
車
・
自
衛
隊
ヘ
リ
・
漁

船
な
ど
で
避
難
し
た
。

　

調
査
活
動
後
の
総
括
会
議

で
は
、「
（
当
日
が
訓
練
と
い

う
こ
と
自
体
）
知
ら
な
か
っ

た
」
と
い
っ
た
住
民
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
の
ほ
か
、「
す
で
に

30
回
目
を
迎
え
る
訓
練
は
東

日
本
大
震
災
を
受
け
て
大
規

模
・
広
域
化
し
て
い
る
が
、

反
面
で
は
個
々
の
訓
練
が

『
イ
ベ
ン
ト
化
』
し
つ
つ
あ

り
実
効
性
に
疑
問
が
残
る
」

な
ど
、
調
査
で
明
ら
か
と
な

っ
た
疑
問
点
や
今
後
へ
の
改

善
点
を
出
し
合
っ
た
。

　

連
合
北
海
道
は
、
こ
れ
ら

調
査
・
検
証
活
動
を
も
と
に

北
海
道
に
対
し
て
政
策
提
言

を
行
っ
て
い
く
。

　

10
月
16
日
、
自
治
労
会
館

で
「
２
０
１
５
年
次
・
秋
期

学
習
交
流
集
会
」
を
開
き
33

人
が
参
加
し
た
。
峰
崎
直

樹
・
元
参
議
院
議
員
が
、「
安

倍
政
権
と
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」

と
題
し
て
講
演
し
「
安
倍
政

権
の
行
方
は
、
民
主
党
を
中

心
と
し
た
野
党
の
戦
線
が
ど

う
な
る
か
に
か
か
っ
て
い

る
」
と
強
調
し
た
。そ
の
後
、

参
加
者
で
交
流
を
深
め
た
。

自
治
体
退
職
者
会


